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株式会社リクルートホールディングスの中間持ち株会社である株式会社リクルート（本社：東京都中央区 代表取締役社長：北

村吉弘、以下リクルート）は、work with Pride(ワーク・ウィズ・プライド、以下wwP)が策定した、企業や団体のLGBT(※1)など

のセクシュアル・マイノリティに関する取組みを評価する指標「PRIDE指標2019」において、最高評価であるゴールドを昨年に

引き続き、2年連続で受賞いたしましたのでお知らせいたします。

※1 LGBTは、レズビアン(L)、ゲイ(G)、バイセクシュアル(B)、トランスジェンダー(T)の略。

企業や団体の、LGBTなどのセクシュアル・マイノリティに関する取組みを評価する指標「PRIDE指標2019」にて

リクルートが最高評価のゴールドを2年連続受賞

「PRIDE指標」の概要1

リクルートのLGBTQに対する取組み2

「PRIDE指標」は、今年で4年目を迎えたwwPが、企業や団体の枠組みを超えてLGBTの方が働きやすい職場づくりを日本で実

現することを目的に策定された指標です。この指標は5つの指標から構成されており、獲得得点数によってゴールド、シルバー、

ブロンズの表彰を行います。今回リクルートは、「PRIDE指標2019」において全てを満たす5点を獲得し、最高評価であるゴール

ドを昨年に引き続き受賞しました。

【5つの指標について】

1.Policy：行動宣言

2.Representation：当事者コミュニティ

3.Inspiration：啓発活動

4.Development：人事制度・プログラム

5.Engagement/Empowerment：社会貢献・渉外活動

■work with Prideについて

企業などの団体において、LGBTなどのセクシュアル・マイノリティに関するダイバーシティ・マネジメントの促進と定着を支

援する任意団体です。

https://workwithpride.jp/about-us/

リクルートグループは経営理念である「個の尊重」に基づき、「相互理解」の風土醸成や女性従業員の活躍などを推進してまい

りました。2016年よりLGBTQ（※2）支援を始め、性自認や性的指向による疎外感を感じることなく全ての従業員が平等に働け

る環境づくりを目指し、2017年4月よりグループ9社において慶弔休暇、休職制度（介護・育児）などの福利厚生を同性パート

ナーにも適用しております（※3）

また、2018年9月からは、LGBTQに関する基礎知識の習得や、世界と日本の動き、コミュニケーションのヒントなどを従業員

に学んでもらえるよう、管理職を対象にeラーニングを配信し、従業員のLGBTQに対する理解促進に努めてまいりました。2019

年は、さらに従業員のLGBTQに関する理解を促進すべく、これまでの取組みに加え、下記3点の施策を実施しています。

------------------------------------------------------------------

●eラーニングの内容のアップデートと、全従業員への展開（※4）

●従業員向けのコミュニケーションガイドの作成

●従業員専用のLGBT相談窓口の設置

（上記3点の詳細は次ページをご参照ください。）

------------------------------------------------------------------

リクルートは今後もLGBTQに関する理解促進に向けた取り組みを展開してまいります。

※2 LGBTQのQはクエスチョニングの略です。自身の性自認や性的指向が定まっていない人のことを指します。

※3 各社によって、関連制度の詳細が異なります。

※4 2019年配信の改訂版eラーニングは、国内リクルートグループ従業員の約25,000人が受講対象者です。

https://workwithpride.jp/about-us/
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1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・自動車・旅行・飲食・美容などの領域において、一人

ひとりのライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、メディア&ソリューション、

人材派遣の3事業を軸に、45,000人以上の従業員とともに、60を超える国・地域で事業を展開しています。2018年度の売上収益は

23,107億円、海外売上比率は46%を超えています。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、社会からの期待に応え、一

人ひとりが輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供していきます。詳しくは

https://recruit-holdings.co.jp/ をご覧ください。

About Recruit Group

リクルートグループについて

本件に関する
お問い合わせ先

https://www.recruit.co.jp/support/form/
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【1】eラーニングの内容のアップデートと、全従業員への展開

LGBTQに関する知識を深め、コミュニケーション上のヒントがより理解でき

るようにアップデートしました。動画や音声など、短時間で学習の効果が上がる

ような工夫をしています。

また、バックラッシュ（過剰配慮による当事者に対しての嫌悪・反発）が起き

ないよう、ジェンダーフリーなキャラクターを採用するなど様々な工夫もしてい

ます。

コンテンツ概要

①eラーニング動画（約20分）：基礎知識、世界と日本の社会的状況、リクルー

トの取組みと制度、コミュニケーションのヒント

②ケーススタディ3つ（約3分）：カスタマ―に対する応対・社内における応

対・採用における応対について考えること

③事後アンケート（約2分）

※ 2019年導入の新たな取組み

【2】従業員向けコミュニケーションガイドの作成

「LGBTQ リクルート従業員が知っておきたい7つのステップと5つのケース」

と題し、LGBTQに関する基礎知識や社内制度情報、コミュニケーションのヒン

トをまとめたガイドを作成し、社内ポータルにて従業員がいつでも確認できるよ

うにしました。

ケーススタディは、事実をもとに漫画形式で作成することで、ありがちな「良

かれと思って・・・」というシーンを従業員がより分かりやすく理解でき、改め

るべき行動に気づくことができるよう設計しています。

【3】従業員専用のLGBT相談窓口の設置

リクルートグループでは、多様な事情やライフスタイルを持つ全ての従業員が

自分らしく活躍できる環境づくりへの取組みの一環として、LGBTの知識と理解

がありこれまで多くの相談実績のあるアドバイザーが、セクシュアル・マイノリ

ティの従業員の働く上での相談に応じる「LGBTはたらく相談窓口」の設置を

2019年7月より開始しています。

https://recruit-holdings.co.jp/
https://www.recruit.co.jp/support/form/

